
後 援（予定）：総務省、（財）日本ITU協会、（社）電気通信事業者協会、（財）インターネット協会、（社）日本インターネットプロバイダー協会、�
（社）テレコムサービス協会、VoIP推進協議会、（社）日本ケーブルテレビ連盟、日本ケーブルラボ、（社）電波産業会、�
ＹＲＰ研究開発推進協会、ASPインダストリ・コンソーシアム・ジャパン、iDCイニシアティブ、（財）デジタルコンテンツ協会、�

（社）デジタルメディア協会、モバイルコンテンツフォーラム（MCF）、ストレージネットワーキングインダストリアソシエーション日本支部、他�

前回出展企業・団体一覧�

ITS Japan／ｉDCイニシアティブ／アイログ（株）／アジレント･テクノロジー（株）／アライドテレシス（株）／（株）アルチザネットワー
クス／イー・スリー・ネットワークス（株）／イーティーエス・ドクターゲンツ・ジャパン（株）／（株）インコム／インフィニオンテクノロジー
ズジャパン（株）／インフォコム（株）／（株）エーアイコーポレーション／ASPインダストリ・コンソーシアム・ジャパン／（株）映像新聞
社／エクストリーム ネットワークス（株）／エディットプランニング／（株）エヌ・ティ・ティ・エムイー／NTTコミュニケーションズ（株）／
F5ネットワークスジャパン（株）／エンピレックス（株）／オープンインタフェース（株）／沖電気工業（株）／オムロン（株）／（株）
技術調査会／（株）キャディックス／クローネジャパン（株）／（株）ケンウッド／（株）工業調査会／コーンズ・アンド・カンパニー・リミ
テッド／（株）ジェピコ／（株）情報工房／（株）ソフトフロント／（株）シバソク／ストレージネットワーキング・インダストリ・アソシエ
ーション日本支部／（株）スプリーム・マジック／（株）ソリトンシステムズ／（株）ディジ･ラン／テケレック（株）／東京電子設計（株）
／（株）東陽テクニカ／トランスパシフィック（株）／ナショナルセミコンダクタージャパン（株）／日経BP社／日商エレクトロニクス
（株）／日本アバイア（株）／日本アルカテル（株）／日本テレガートナー（株）／日本ヴォーカルテックコミュニケーションズ（株）／
日本ラリタン･コンピュータ（株）／ｎｅｔ．ｃｏｍ Ｊａｐａｎ Ｉｎｃ．／ネット・チャート・ジャパン（株）／ネットワンシステムズ（株）／伯東（株）
／（株）ピーエスアイ／東日本電信電話（株）／（株）日立旭エレクトロニクス／日立通信システム（株）／ｈｉｍｉｃｏプロジェクト／フ
ァウンドリーネットワークス／物産ネットワークス（株）／（株）フルーク／古河電気工業（株）／マインドツリー コンサルティング／
（株）マクニカ／マルコーニコミュニケーションズジャパン（株）／横河電機（株）／YOZAN／ヨンウーネットワークス（株）／ライヒ
リー・アンド・デマサリー駐日事務所／（株）理経／（株）リックテレコム／リバーストーン･ネットワークス（株）／リンクスコーポレ
ーション／レッドエム ジャパン（株）／ALVARION／CIENA／Cubici, Inc.／Hansung Telean, Inc.／IT Inc.／Juniper 
Networks／Kosan I & T Co., Ltd.／Linudix Co., Ltd.／Linxtek Inc.／LuxN／Moria Technology Inc.／
Netpia.com, Inc.／NICs Intec Co., Ltd.／Secure Soft, Inc.／SL Systems Co., Ltd.／Sonus Networks／
Sunmyung Electro-Telecom. Co., Ltd.／Ｗｅｌｌｔｅｃｈ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Co., Ltd.





著しく加入者が増加したADSL等、xDSLサ
ービスとCATVインターネットに、2003年
はFTTH、ホットスポット等の新規需要が見
込まれ、いよいよ大容量コンテンツ流通に
兆しが見えつつあります。�

「ブロードバンドのキラーアプリケーションは
電話」と一部では言われるほど、通話品質の
向上でコスト節減を掲げる企業、一般家庭に
おいて導入意識を高めております。�

出展対象ソリューション�

2002年� 約2000億円�

2007年�

■IP電話市場の予測�

2001年�

100万� 200万� 300万�

2002年�

2003年�

■CATVインターネット�

2001年�

5万� 10万�

2002年�

2005年�

■FTTH

2001年�

100万� 200万� 300万� 400万�

2002年�

2003年�

■xDSL

IP.net JAPANは高速インターネット通信時代の�

サービスモデルを創造することを目的として2000年に初めて開催しました。�

2001年には「ブロードバンド」をいち早くメインテーマに掲げ、大容量コンテンツ時代の�

通信・ネットワーク対策に焦点を当て、ビジネス交流のできる場を提供して参りました。�

今回、4回目を迎えるIP.net JAPAN 2003は、�

“加速するブロードバンド時代、次のステージがここから始まる！”をテーマに、�

会場を横浜から東京へ移動し、各種高速ネットワークサービスの本格普及を目指すべく、�

通信、放送、インターネット業界の関係者とユーザーにおけるビジネス交流の場を演出致します。�

メトロポリタン・エリア・ネットワーク（MAN）、光ネットワーキング、最高速FTTH、
xDSLブロードバンド、CATVブロードバンド、ワイヤレス・ブロードバンド、
ギガビット・イーサネット、ネットワーク運用管理／測定、IP-VPN、IPv6、
ビジュアル・コミュニケーション、3Ｇ＆4Ｇモバイル、衛星通信、スイッチン
グ、ケーブル＆ワイヤー、テレビ会議、ＷＤＭ／ＤＷＤＭ、ＬＡＮ／ＷＡＮ／ＡＴ
Ｍ、他�

来場対象�

◆通信・インターネット・放送サービスに携わる経営／開発リーダー�

◆ブロードバンドユーザー企業における 情報システム推進／新規ビジ

ネス開発リーダー�

◆コンテンツ事業に携わる経営／開発リーダー、他�

◆通信・映像システム・端末開発に携わる研究開発リーダー�

◆地方自治体・公的機関におけるブロードバンド推進リーダー�

CDN、ロード・バランシング、キャッシュ、ストリーミング、ストレージ、P to P、
セキュリティ、認証、SLA、MPLS／GMPLS、課金＆Ｅコマース、WEB性
能監視、他�

VoIPネットワーク構築＆運用、SIP、QoS、音声認識／ヴォイス・プロセッ
シング、他�

約150媒体（メディア）のマスコミ関
係者が来場し、各出展企業への取材
を積極的に実施しました。業界誌紙、
電子ニュースなど様々なメディアで
紹介されました。�



日本・アジアを代表するブロードバンド・サービス事業者、ネットワークベンダーのキーマンが集合。�
高付加価値ネットワークモデル像を提言します。�
●開催日：2003年2月26日（水）～28日（金）�
●会　場：東京ビッグサイト　●セッション数（予定）：25

◆2003年のテーマ決定時期 2002年11月中旬�
◆講師募集予定 通信・ＣＡＴＶ事業者、データセンタ事業者、ISP／ASP、�
 ソリューションベンダー（募集テーマ内であれば出展企業を優先いたします）�
◆スポンサー料金（予定） ￥300,000／枠�

■予定テーマ�

IPバックボーンからコンテンツ配信までネットワーク技術に関する事例や�
ソリューション提案を行うテクニカル・プレゼンテーションの場。�
新規受注を強力にサポートします。�

◆2003年の募集枠 25セッション�
◆聴講人数 50名～100名�
◆エントリー料金 ￥160,000／枠（40分）※機材使用料含む。�

■テーマ例�

●VoIP　●CDN　●メトロWDM　●広域イーサネット　●GMPLS�
●xDSLゲートウェイ　●メトロネットワーク　●ストレージ　●負荷分散�
●ストリーミング技術　●セキュリティ　●QoS　●他�

FTTHで可能になる次世代コミュニケーション社会の展望�

電力会社の高付加価値ブロードバンド・サービス戦略�

3Ｇ＆高速無線ブロードバンドによる最新ワイヤレスアクセス展開�

大容量コンテンツ配信システムの最前線�

普及するIP電話サービスと新たなアプリケーション市場�

IPネットワークにおけるストレージ対策の重要性�

IPネットワークにおけるセキュリティ対策の重要性、他�



IP.net JAPAN2002は2月27日～3月1日、パシフィコ横浜にて

3回目の開催を致しました｡ブロードバンドIPをキーワードに結集し

たリーディングカンパニーに通信・インターネット・放送業界のリー

ダーとブロードバンドネットワーク導入を検討するユーザー企業が

殺到しました｡�

2003年　16,000名以上（予想）�

2002年　11,280名�

2001年　7,223名�

2003年　100社以上（予想）�

2002年　75社�

2001年　52社�

2003年　300小間以上（予想）�

2002年　217小間�

2001年　114小間�




